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2024年3月１日（金）
18:30-21:00（17:30 開場）
オーバルホール
（大阪府大阪市北区梅田 3丁目 4-5 毎日新聞大阪本社ビル B1）

定員 480名（先着順） ※手話通訳あり

参加費無料
（要予約申込み）

公開講演会

創設50周年記念事業



　日本各地の祭りや芸能には、さまざまな仮面が登場する。人は面を
つけることで、神霊や鬼など人ならざる存在へと変身したり、性別を越
えたり若くも老いたりもしてきた。このように仮面は、着用することで人
間性を拡張して「異」を作り出す道具であり、転じて神霊の表象として
神聖視され祀られることもある。
　こうした日本の仮面は、どうやって現在まで守り伝えられてきたのだろ
うか？とくに、各地の祭りで使用される仮面は、長年着用されるうちに
破損や劣化を繰り返してきた。それを修復や模刻して守ってきた地域で
活躍する仮面職人の存在は、これまで多く知られてきていない。しかし、
こうした職人の技術がなければ各地の祭りや芸能は成り立たないと言え、
その重要性は改めて広く認識されるべきである。
　本講演会では、日本の祭り文化を支える仮面職人の技術や創造性に
焦点をあて、仮面というモノが生み出す多様な人間の活動について議論
していく。それにより、現代社会における仮面文化の魅力を示すことを
めざす。

お問い合わせ先
国立民族学博物館　研究協力課
TEL 06-6878-8209

国立民族学博物館
国立民族学博物館のホームページ内にある申込フォーム画面に
従って必要事項をご入力ください。
https : / /www.minpaku .ac . jp/
令和6年1月１5日（月）受付開始予定
※参加申込みされた方の個人情報は本講演会及び次回以降の講演会案内でのみ
　使用いたします。
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・JR大阪駅（桜橋口）
 から地下道にて徒歩
 約8分
・阪神大阪梅田駅又
 は大阪メトロ西梅田
 駅から徒歩約8分

※車でのご来場はご遠
　慮ください

鈴木 昂太
国立民族学博物館 助教
専門は、日本民俗学、芸能史研究。特に
中国・東北地方の神楽を主たる対象として、
神楽を舞う宗教者や神楽団の活動の歴史
的変遷を研究している。近年は、神楽が近
代化の過程で政治権力の影響によりどのよう
に変化したのかに関心を持つ。近年の論文に「神楽と国譲り神話─
近代における芸能の創造」『歴史と地域のなかの神楽』（法蔵館）な
どがある。

報告1

竹原 雅也
清川神楽面工房 代表
神楽面打師。大分県生まれ。大分県豊後
大野市清川町に移住し、15年前から師匠の
森下菊男氏より面作りを習い技術を身につけ
た。大分県の南部を中心に伝承される「大
野系岩戸神楽」のうち「御嶽流」の神楽面
を制作している。Youtubeチャンネル「きよかわベース」で情報発信も行っ
ている。

報告2

小林 泰三
株式会社小林工房 代表
石見神楽面職人。島根県生まれ。11歳よ
り島根県伝統工芸品「石見神楽面」の技
法を学び、28歳で（株）小林工房を設立。
石見神楽面の制作や修理を中心に、「脱活
法」を活かした「和紙壁画レリーフ」など新
しい表現を追求している。自身も石見神楽の舞手であることから、こ
れまで和太鼓、バリ舞踊、バレエとの共演など、幅広い舞台活動を行っ
ている。

報告3

𠮷田 憲司
国立民族学博物館長
国立民族学博物館の第6代館長。2017年
4月から現職。アフリカを中心とした儀礼や
仮面の研究を進めるとともに、ミュージアム
（博物館・美術館）における文化の表象の
あり方を研究している。主な著書に『仮面
の世界をさぐる アフリカとミュージアムの往還』、『文化の「発見」』、『宗
教の始原を求めて』など。
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